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浸水想定区域や避難場所などを住民に分かりやすく示した「洪水ハザードマップ」は、迅速かつ円滑な避難行動

や防災意識の高揚に役立つ有効な手段です。

平成14年9月末現在、193の市町村で洪水ハザードマップの作成・公表が行われています。

水防法の改正
■改正水防法の概要

国土交通大臣に加え、新たに都道府県知事が洪水

により相当な損害を生ずるおそれがある河川を洪

水予報を行う河川に指定します。

都道府県知事は、指定した河川について、気象庁

長官と共同して洪水予報を行います。

国土交通大臣又は都道府県知事は、洪水予想河川

がはん濫した場合に浸水が想定される区域を浸水

想定区域として指定するとともに、浸水想定区域

および浸水した場合に想定される水深を公表し、

関係市町村に通知します。

1. 洪水予報河川の拡充 2. 浸水想定区域の公表 5. 洪水ハザードマップ

浸水想定区域内における地下街に対する洪水予報

の伝達が的確に行われることをはじめとして、地

下空間における浸水対策が促進されます。

4. 地下空間への洪水予報の伝達

市町村防災会議は、市町村地域防災計画において、

浸水想定区域ごとに、洪水予報の伝達方法・避難

場所その他円滑かつ迅速な避難の確保を図るため

に必要な事項を定めます。

市町村長は、市町村地域防災計画に定めた避難場

所などについて住民に周知させるよう努めます。

3. 地域防災計画への反映
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「水位」とは一定の基準面から計測した川の水面の高さを表わしたもので、水量が増加すれば、水位は当然高くなってきます。河川の

水位は、複数の場所に設置された水位観測所で、常に観測されています。

気象庁が発表する天気予報や注意報・警報は、主に「○○県

で△△m mの雨が降っています」「○○県南部に大雨・洪水警

報」と表現されます。河川の洪水への影響を知るためには、

このように発表された場所が河川流域のどの場所に当たるか

を確認しておく必要があります。

下図は一級河川の水位観測場所のひとつの地点を表わしたものです。この図を参考に、実際の水位の表わし方を見てみましょう。河

川の水位は、観測場所ごとに決めた基準点［＝零点（ぜろてん）］からの高さで表わし、この基準点から1ｍ低ければ－1 . 0ｍ、逆に

1ｍ高ければ1 . 0ｍと表現します。また、水位はその高さによって、いくつかの設定水位が定められており、その水位を越えた段階で

の対応が決められています。いざというときのためにも、住んでいるところの近くの基準点の設定水位を調べておくとよいでしょう。

●水位の見方

水位に関する用語の解説

◆設定水位

①計画高水位（＝H.W.L）

河川の計画を立てるときの基本となる水位。川の堤防工事などの基

準で、堤防が完成した際に、その堤防が耐えられる最高の水位。

②危険水位

洪水により破堤等の災害や浸水被害の恐れがある水位。

危険水位に達する恐れがある場合には、水防団、関係行政機関およ

び放送機関・新聞社等の協力を得て地域住民の方々へ洪水警報を発

表します。

③警戒水位

洪水に際し、水防活動の目安となる水位。警戒水位に達し、なお上

昇の恐れがある場合、水防団による堤防の巡視など、水防活動を行

います。

④指定水位

洪水に際して、水防活動の準備を行う目安となる水位。指定水位に

達すると、水防団は出動人員の配置や機材の準備を行います。

▼ある基準観測所の場合

気象庁が発表する地域と
河川流域の位置関係

大きな流域を持つ河川への雨の影響を知るためには、「○○地点

で（の雨量は1）時間△△m m」という1時間ごとの降雨量の発表

とともに、「雨の降り始めから現在まで△△m m」という累加雨

量や「今後、○○で△△m m以上の雨が降ることが予想されま

す」という降雨量予想の発表にも注意することが大切です。

累加雨量や降雨量予想

気象庁では、洪水などの気象災害のおこる恐れがある場合に注意報を、洪水などによって

重大な災害のおこる恐れがあるときに警報を発表します。また、洪水予報指定河川で、洪

水により氾濫の起こる恐れがある場合には、国土交通省と気象庁あるいは都道府県と気象

庁が共同でその河川の沿川に洪水予警報を発表します。大雨が降ってきたときには、天気

予報などで報じられるこれらの発表にも注意しましょう。

注意報と警報、洪水予警報

読んで字のとおり「水を治める」ですが、特に川の氾濫を防止すること・その工事

の意味で使われます。水は人が生きるためには欠かせません。古代文明の多くが

川の流域から生まれた理由もここにあります。しかし、川は生命の母であると同

時に洪水により家屋や多くの人命を奪う存在でもありました。このような洪水被

害を最小限にくい止めるために人類は川の水を上手に治めるための工夫「治水」を

行ってきました。

●河川一般
流　域（りゅういき）

降雨や雪解け水などが地表や地下を通って、

その川に流れ込んでいる全地域をさします。

水　系（すいけい）

同じ流域内にある本川、支川、派川とこれら

に関連する湖沼を総称してこう呼ばれます。

放水路（ほうすいろ）

河川の途中から新しく人工的に開削し直接海

または、他の河川に放流する水路のことで

「分水路」と呼ばれることもあります。

本　川（ほんせん）

流量・長さなどが最も重要と考えられる、あ

るいは最長の河川のことを呼びます。

支　川（しせん）

本川に合流する河川のことをいいます。さらに

本川に直接合流する河川を「一次支川」、一次

支川に合流する河川を「二次支川」と呼びます。

捷水路（しょうすいろ）

河川の湾曲部を矯正して、洪水を安全に流下

させるために開削した水路です。

排水機場（はいすいきじょう）

洪水時に市街地内の雨水などをポンプを動か

して河川に排出するための施設です。

堰（せき）

農業用水・工業用水・水道用水などの水を川

からとるために設けられる施設です。河川を

横断して水位を調節します。

輪中堤（わじゅうてい）

ある区域を洪水から守るために、その周囲を

囲むようにつくられた堤防です。木曽三川下

流の濃尾平野の輪中が有名です。

●河川構造物の名称

越流堤（えつりゅうてい）

洪水調整の目的で、堤防の一部を低くした堤

防です。増水した河川の水の一部を調整池な

どに流し込むことで水害を抑制します。

遊水地・調節池（ゆうすいち・ちょうせつち）

洪水を一時的に貯めて、洪水の最大流量を少

なくするための区域を、「遊水地」または

「調節池」と呼びます。

水制（すいせい）

河川の水による侵食等から川岸や堤防を守る

ために、水の流れる方向を変えたり、水の勢

いを弱くすることを目的として設けられた施

設です。形状は様々なものがあります。

霞堤（かすみてい）

堤防のある区間に開口部を設け、その下流部

の堤防を堤内地側に伸ばし、上流の堤防と二

重になるようにした堤防です。平常時には堤

内地からの排水が簡単にでき、又上流で堤内

地に氾濫した水を開口部よりすみやかに戻

し、被害の拡大を防ぎます。

二線堤（にせんてい）

万一本堤が破損した場合、これ以上の洪水の

氾濫を防ぐために、堤内地に築造される堤防

です。

樋門・樋管・水門（ひもん・ひかん・すいもん）

堤内地の雨水や水田の水などが水路を流れて

大きな川に合流する際、合流する川の水位が

高くなった時に、その水が堤内地に逆流しな

いように、「樋門・樋管・水門」が設けられ

ます。

川のことば・基礎知識
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日本の河川の概要

●河川管理上の区別

●法河川指定延長

●都道府県別法河川総延長

●地方整備局別一級河川延長

●都道府県別二級河川延長
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■ 年　　表


